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相関を認めた．これより99mTc・GSA肝シンチグラフィ

が術後早期の肝再生の指標となる可能性が示唆された．

17．99mTc・GSA肝シンチの小児領域への応用
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　2か月～15歳の小児31例（胆道閉鎖術後22例，術前

3例，肝外傷，乳児肝炎，Alagille症候群，およびその

疑い，ガラクトース血症による肝障害，各1例）に

99mTc・GSA肝シンチを行った．臨床的に肝機能が良好

と考えられる群と肝不全群（肝移植の適応）との分離が

可能であった．胆道閉鎖術前症例のHH15，　LHL15は

正常範囲内であり，乳児肝炎との鑑別の可能性が示唆さ

れた．全症例では，血液生化学的検査値と相関はあまり

みられなかったが，胆道閉鎖症を除いた場合，相関がみ

られた．胆道閉鎖症において，8歳以上の症例では1歳

以下の症例に比べHH15，　LHLI5の悪化傾向が見られ，

加齢が肝機能の悪化の一因子である可能性も示唆された．

小児領域でも有用な検査法となりえると考えられた．

18．核医学検査が有用であった小児肝腫瘤の一例
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　低身長を主訴とする11歳女児の肝左葉に偶然みつか

った巨大なFNHの一例を報告した．　CTとMRIでは

腫瘤内部に拡張した脈管が認められた．後日行われた

99mTc・フチン酸を用いたコロイド肝シンチでは投与直後

に正常肝実質よりも先に腫瘤部が描出されdelayでも取

り込みが認められた．また99mTc・PMTを用いた肝胆道

シンチは経時的放射能の減少が認められ画像診断上

FNHが疑われbiopsyで組織的にも確認された．
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